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富士重工業 「自動車リサイクル法」による 2005 年度再資源化等の実績を公表 
 
 
 

富士重工業は、2005 年 1 月から施行された自動車リサイクル法（使用済自動車の再資源化等に関

する法律）に基づき、2005 年度（2005 年 4 月～2006 年 3 月）における再資源化等の実績を公表す

る。 

 

  2005 年度の実績は、シュレッダーダスト＊1（以下ＡＳＲ）では 148,090 台（21,194 トン）を回収、

14,839 トンを再資源化した。よってＡＳＲ再資源化率は 70.0％となり、2015 年度法定基準である

70％を達成した＊2。 

  また、エアバッグ類は16,169台（25,471個）を引取り、3,318kgをリサイクル施設に投入し、3,103kg

を再資源化した。再資源化率は 93.5％となり、法定基準の 85％を達成している。 

  フロン類は 107,620 台（34,102kg）を引取り、適正に処理を行った。 

 

  再資源化等に要した費用は総額 1,078,227,224 円、資金管理法人からの払渡しを受けた預託金は

総額 1,035,954,181 円であり、全体収支は 42,273,043 円の赤字となった。 

 

富士重工業では、今後も自動車リサイクル法における使用済自動車から発生するＡＳＲ、エアバッグ

類、フロン類の 3 品目の引取・再資源化が確実かつ円滑に行われるよう取り組んでいく。リサイクル率

に関しては安定的に高い水準を維持することを目指すとともに、リサイクル処理に掛かるコストの低減

を図り、お客様からの預託金の額を低減できるよう努めていく。 
  なお、お客様からお預かりするリサイクル預託金については、5年から 10 年後の社会環境やリサイク

ル技術の効率化を見通し、今年度から市場に導入した新型車であるスバル ステラでは処理費用の低減を

10％、マイナーチェンジ車のスバル レガシィ、スバル インプレッサでは同 3％～5％を織り込んで、そ

れぞれ 3品目のリサイクル預託金を設定している。 

 
 
＊1  使用済自動車から有用資源を回収した後に残る破砕残さ 

＊2  ＡＳＲ再資源化施設の基準適合状況については、ＡＲＴホームページ（http://www.asrrt.jp/place.html）を参照 

 
 
詳細はこちらをご覧ください。 
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